
重点課題 対応状況

1 個人でできる健康管理をしていく必要がある。 反映済み（第２期計画の表現を継続) B1-1
自分の健康は自分で守るということを意識し、生活習慣を見直してライフステージに
応じた健診を定期的に受診します。

反映済み（第２期計画の表現を継続) B1-1
自分の健康は自分で守るということを意識し、生活習慣を見直してライフステージに
応じた健診を定期的に受診します。

B3-2に反映（新規項目を追加） B3-2 フレイル（虚弱）予防のために、自分にあった地域活動に積極的に参加します。

反映済み（第２期計画の表現を継続) C2-1 生涯を通じて、文化・スポーツ活動を楽しみます。

B3-2に反映（新規項目を追加） B3-2 知識や経験を活かし、地域の担い手として活動します。

反映済み（第２期計画の表現を継続) C1-1 主体的にまちづくり活動を行います。

4
市の取り組みに関するボランティア募集など、様々な活動に対して応えていくことが、市民としての努力、活動なのではない
か。

反映済み（第２期計画の表現を継続) B3-1 様々な活動に積極的に参加し、世代間交流を図ります。

B2-1
地域の話し合いの中で、自ら福祉的課題を見つけ、その解決に向けた取り組みを検
討し、高齢者や児童の見守り、家事・子育て支援などの具体的な行動を実践します

B3-1 地域の自治会や管理組合が中心となって、見守り・支え合いについて話し合います。

6 （認知症や介護のお世話にならないためには）色々な地域社会のコミュニティに属することがすごく良い。 B3-2に反映（新規項目を追加） B3-2 フレイル（虚弱）予防のために、自分にあった地域活動に積極的に参加します。

A1-1、A1-4に反映（新規項目を追
加）

A1-1
A1-4

助けを求めている子どもに気づいてあげることができるように、日頃からのコミュニケー
ションを心掛けます。

B2-1に反映（新規項目を追加） B2-1
地域福祉への理解を深め、身近な人や近所の人が悩んでいたり、困っていたときには
積極的に声掛けを行います

8
来年、オリンピックも多摩市に来るので、市民で応援しに行ったりして、（市民自らが）居たくなるようなまちにみんなでできれば
良いのではないか。

C2-1に反映（新規項目を追加） C2-1
市内で行われるスポーツ大会などに積極的に関わり、スポーツを楽しむ気運を醸成し
ます。

A1-4に反映（新規項目を追加） A1-4 個人によって異なるひきこもりの状況や支援の必要性について理解を深めます。

A1-1、A1-4に反映（新規項目を追
加）

A1-1
A1-4

助けを求めている子どもに気づいてあげることができるように、日頃からのコミュニケー
ションを心掛けます。

10
多摩市では多摩センターなどがドラマや映画の撮影などで使われていることが市の広報からも紹介されているということで、そ
こをもっと私たち市民がアピールしていければ魅力的なまちというものを発信できるのではないか。

反映済み（第２期計画の表現を継続) D1-2
わが街への愛着心を高め、街の魅力を再発見、発掘するよう努めます。また、魅力あ
るまちづくりのためのイベントに積極的に参加します。

11 地域活動といった時に、具体的に私たちが何を頭に浮かべたかというと、まずは自治会である。 反映済み（第２期計画の表現を継続) C1-1 自治活動など、地域づくり、まちづくりに積極的に参加します。

12 防災・防犯の観点からも、地域でお互いを知る必要がある。 反映済み（第２期計画の表現を継続) E1-2 地域での挨拶運動や見回り活動など安全、安心なまちづくりを行います。

13
先入観などを持たず、地域のイベントに積極的に参加したり、挨拶なども積極的に行うことで、地域の結びつきができ、災害時
にも役立つ。

反映済み（第２期計画の表現を継続) E1-2 地域での挨拶運動や見回り活動など安全、安心なまちづくりを行います。

5

対応場所

市民・地
域と行政
との新た
な協働の
しくみづくり

退職後も働ける元気な高齢者も大勢いて、実際にまだまだやりがいを持って色々やりたいという気持ちを持っておられる方が
多い。
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7

9

声かけをすることで地域交流が盛んになっていじめの問題も解決に向かっていくのではないか。

市民ワークショップ意見一覧と総合計画への反映状況

若者世
代・子育
て世代が
幸せに暮
らせるまち
の基盤づ

くり 支援を必要とする子どもは、個人によって状況も異なり、自分から助けを求められない方もいらっしゃるので、それは市民自身
が気付いてあげられるように気をつけてあげることが必要ではないか。

「市民ができること」に関する意見

超高齢社
会への挑

戦

形式ばらず非常にハードルの低い取り組みからでも良いので、色々な方と話して、適度な運動をするということが一番健康に
繋がる。
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●目的：「①超高齢社会への挑戦」、「②若者・子育て世代が幸せに暮らせるまちの基盤づくり」、「③市民・地域と行政との新たな協働のしくみづくり」の３つの重点課題をテーマとして必要な取り組みに加え、特に私たちにできることについて、市民の皆さんの目線で自由に議論し
ていただく。

●名称：多摩市のみらいづくりワークショップ（総合計画改定ワークショップ）、開催日：平成31年1月 19日（土）10時00分～12時30分、参加者：39名（男性24名、15名、平均年齢49.1歳）

反映済み（第２期計画の表現を継続)高齢者との連携や見守りが大事である。
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